
雄畜を飼養する皆さまへ 

 

 

 

 

種畜検査を受けていない雄畜は、他人の所有する雌畜への 

種付けに使用できません！ 
 

＜経緯＞ 

国内の酪農家が種畜検査を受けていない愛玩用の雄馬を、他人の

所有する雌馬の種付けのために使用し、家畜改良増殖法に違反する

事例がありました。 

 

＜種畜検査とは＞ 

 牛・馬・豚の種雄畜について、血統・体格審査や伝染性疾病・遺伝

病・繁殖障害等の有無を検査し合格すると「種畜証明書」が交付さ

れます。 

 
 
・家畜改良増殖法に基づき、種畜検査を受けていない雄畜は他人の

所有する雌畜に種付けはできません。 

・同様に、種畜検査を受けていない雄畜は、他人の雌畜に利用する

精液の採取もできません。 

・たとえ愛玩用であっても、種畜検査を受けていない      

雄畜は他人の所有する雌畜に種付けはできません。 
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ご不明な点は 

十和田家畜保健衛生所にお問い合わせください。 
電話：０１７６-２３-６２３５ 夜間・休日：０９０-６４５３-７０２３ 


